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令和７年度　　　徳島県立川島中学校　　　学校評価についての総括評価表（１） 

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評　　　　　　　　　価 学校関係者の意見 次年度への課題

  評価指標  評価指標による達成度  総合評価 ・評価指標②の「中学校の先輩や高校生の姿 ・総合的な学習の時

    を見て、学校生活の見通しや目標をもつこ 間を柱として、中

(1)中高一貫教育の ①中高連携の促進 ①「中高合同で実施された行事は高 ①「文化祭や体育祭などの中高合同の行事は高 （評定） とができる」は昨年度の指標より達成度が 高一貫教育校であ

　 推進     に 努 め 、 生 徒 校生との交流を深めるのに役立っ 校生との交流を深めるのに役立っている」と  高くなっている。高校生が中学生のお手本 る本校ならではの

 の 個 性 や 能 力 ている」と回答する割合が生徒・ 回答した生徒の割合は80％、保護者の割合は Ｂ となり、見通しをもてるというのは生徒の 特色ある教育の充

 を 伸 長 す る と 保護者ともに85％以上をめざす。 95％であった。 主体性につながることであり、他の学校に 実を図る。

 と も に 、 異 年   はない中高一貫教育校の魅力であると思

 齢 集 団 に お け ②・「中学校の先輩や高校生の姿を見 ②・「中学校の先輩や高校生の姿を見て、学校 う。 
 る 社 会 性 の 育 　て、学校生活の見通しや目標を 　　生活の見通しや目標をもつことができる」 （所見） 
 成に努める。 　もつことができる」と回答する 　　と回答した生徒の割合は76％であった。 アンケートによると

  　生徒の割合が85％をめざす。  おおよその指標は達

 ②６年間の計画的  　・「本校は、６年間を見通した特色ある教育 成できているが、「先

　・継続的な教育 　・「６年間を見通した特色のある教 　　を行っている」と回答した生徒の割合は88 輩や高校生の姿から

　の研究を進め、 　育を行っていると思う」と回答 　　％、保護者の割合は83％であった。 学校生活の見通しや

　中高の一貫性を 　する割合が85％以上をめざす。 目標をもつことがで

　促進する。 きる」と回答した生

徒は少なくなってい

活動計画  活動計画の実施状況  る。今年度は高校生

  が行った様々な「総

①・中高合同の教科会や中高相互の ①・中高合同の教科会は年３回実施しており、 合的な探究の時間」

　授業見学を通して、学びの縦の 　　生徒の現状や教科指導について、報告や意 の 活 動 を 周 知 し た

　つながりの連携を図る。また、「先 　　見交換を行った。中高相互の授業見学では、 が、自分の将来と照

　輩から学ぶ」や「スペシャルア 　　中学校での学びが高校でどのように深まる らし合わせて考える

　プローチ（ＳＡ）」を実施し、中 　　のかを知ったり、中学校でどのように学ん ことがまだできてい

　学校から高校へ円滑な移行がで 　　できたかを知ったりすることができた。ま ない。 
　きるようにする。 　　た、２年生の「先輩から学ぶ」では、高校 　総合的な学習の時

 　　の学習や生活について高校生に質問するこ 間については、中高

　・めざす生徒像や昨年度のアンケ 　　とで、高校生活について知り、今自分のす 一貫校である本校な

　ート結果をもとに、中高連携の 　　べきことについて考えることができた。 らではの特色ある教

　学校行事をより充実させる。  育活動を行う必要が

 　・アンケート結果をもとに、来年度の体育祭 ある。高校生が実施

②・中高一貫教育推進委員会を定期 　　の実施時期の検討をするなど、生徒の意見 している企画等を参

　的に実施し、中高合同で行う行 　　を反映させることができた。 考に、生徒が自ら考

　事や中高の連続性の指導のあり  え、行動できるよう

　方について検討する。 ②・中高一貫教育推進委員会や校務運営委員会 な活動を計画をする

 　　において、中高のつながりを感じることが 必要がある。　　

　・総合的な学習の時間を６年間を 　　できるように行事のあり方について検討を

　見通した探究活動になるよう、 　　行った。 
　中高の連携を強化する。  

　・高校生が総合的な探究の時間に企画したイ

　　ベント情報の周知をしたり、５年生の探究

　　発表を３年生が聴いたりすることで、特色

　　のある取組を行っていることや、学校生活

　　の見通しがもてるように連携の機会を増や

　　せるように努めた。

　　 
 



令和７年度　　　徳島県立川島中学校　　　学校評価についての総括評価表（２） 

重点課題 重点目標  評価指標と活動計画 評　　　　　　　　　価 学校関係者の意見 次年度への課題

  評価指標  評価指数による達成度  総合評価 ・自己調整能力の育成がうまくいかないのは、 ・「至誠ノート」の

      　「記録の方法」「指導の仕方」「生徒への声 目的を、教師と生

(2)確かな学力の充 ①個別面談の充実 ①・「学習活動に目標をもって計画的 ①・「学習活動に目標をもって計画的に取り組 （評定） 　かけ」に課題がある場合が多い。目標に対 徒が共通理解でき

　 実と指導力の向 　や、朝の学習、 に取り組めている」と答える生徒、　　めている」と答えた生徒の割合が63％、保  　しての評価が記録できる方がよい。「至誠ノ るようにする。 
　 上 　家庭学習など自 保護者の割合が80％以上をめざ 　　護者の割合が46％であった。 Ｂ 　ート」での「記録の方法」について見直し  

　主学習の促進に す。 　・「『至誠ノート』で計画や日々の振り返りが 　が必要ではないか。 ・ＩＣＴの活用につ

　努める。 　・「『至誠ノート』で計画や日々の 　　できた」と答える生徒の割合は45％であっ  　いて、評価指標の

 振り返りができた」と答える生徒 　　た。 ・評価指標③の項目については、ＩＣＴの活 　見直しを行う。

②学力向上を図る の割合が80％以上をめざす。  （所見） 　用の回数ではなく、とくしま教員養成指標

　研修の充実や、  ②・「中学校の授業は、わかりやすく工夫され 　「振り返りをする 　に合わせて、どのように活用できたかが分  
　授業の創意工夫 ②・「中学校の授業は、わかりやすく 　　ている」と回答した生徒の割合が92％とな こと」「計画的に取   かるような指標が必要ではないか。 
　に努める。 工夫されている」と答える生徒の 　　り、目標を上回ることができた。 り組むこと」に課題  
 割合が85％以上をめざす。 　・｢中高一貫教育では、６年間でしっかりと が見られる。生徒は  
③「主体的・対話 　・「６年間でしっかりとした学力を 　　した学力を身につけることができる｣との 「至誠ノート」で日

的で深い学び」 身に付けることができる」と答え 　　肯定的な回答が、生徒の割合は91％、保護 々の記録ができてい

の 視 点 か ら の る生徒、保護者の割合が85％以上 　　者の割合が78％となった。 る。朝学の時間や日

学 習 ・ 指 導 方 をめざす。  記を活用して、定期

法 の 研 究 を 推  ③「単元ごとにＩＣＴを効果的に活用し、主体 的 に 計 画 を 立 て た

進する。 ③「単元ごとにＩＣＴを効果的に活 　的・対話的で深い学びのある授業を１回以上 り、振り返りを行っ

 用し、主体的・対話的で深い学び 　実践できた」と回答した教員の割合は92％で たりするなど 
 　のある授業を１回以上実践できた」 　あった。 の取組を継続し、生

 　と答える教員の割合が85％以上を 
活動計画の実施状況

  徒が学び方を身に付

 　めざす。  けられるように支援

①・定期的に個人面談等を行い、生徒一人一人 を行っていく。 
　　の学習習慣・生活習慣の見直しにつなげ　 　授業での学習内容

　　た。また、教員間で共通理解をもとに、生 については生徒の肯

活動計画  　　徒の支援や指導ができた。 定的回答で92％とな

 　・朝の学習の時間にプリント学習やオンライ り、目標を達成でき

①・個別面談や学習時間調査を定期 　　ンドリルの学習に取り組み、基礎学力定着 ている。問題解決学

的に行い、生徒理解に努める。 　　に向けて、各自のペースで学習を進めてい 習や協働学習などの

　・朝の学習の時間に各教科の基礎 　　る。 取組が、生徒にとっ

問題に取り組み、基礎学力の定 　・「至誠ノート」に学習や生活の目標や記録 て基礎学力の定着や

着を図る。　 　　を継続的にとらせたり、月末や学期末に振 深い学びにつながっ

　・「至誠ノート」に学習計画や日々 　　り返りを行うことで、生徒が自らの学習や ていると思われる。

の記録を記入させる。 　　生活を振り返ることができるようにしてい 中高でめざす生徒像

　・生徒が自らの学びを計画できる 　　る。 「ARATAE-Ability」

ように支援を行う。 　                             をもとに、中高６年

　 ②・めざす生徒像について、生徒と共有すると 間の継続的な学習に

②・中高でめざす生徒像「ARATAE-Ab 　　ともに、教室に掲示し、いつでも確認でき つなげるための指導

ility」の共通理解を図るとと 　　るようにしている。 の研究を中高で共通

もに、生徒と共有する。 　・中高で「授業力向上のための授業見学」を 理解を図りながら行

　・教員相互の授業見学週間や中高 　　年間２回行った。第１回は高校の授業を見 っていく。

合同教科会を実施し、教員の指 　　学し、第２回は中学校が授業を公開した。

導力向上に努める。 　　また、中高合同教科会では、教科指導での

 　　取組や工夫について意見交換を行った。 
③・生徒の学びが深まるよう、ＩＣ  

Ｔの効果的な活用や、意見交換 ③・学習の過程で出てきた疑問や、もっと知り

において思考が深まる手立てを 　　たいことについてタブレットを活用して調

行う。 　　べ、学びを共有させた。また、教科の学習

　・各教科における学習内容を教科 　　や課題演習で、学び合いの場面を設定し、

横断的に学び、主体的に探究す 　　生徒同士の自発的な学習につなげている。 
ることのよさや、課題解決に向   ・研究授業や相互授業参観等では校種や教科 
けて協働することのよさに気付 　　の垣根を越えて参観し、各教員の授業内容

けるよう、教科会や学年会等で 　　や指導の仕方を見聞きするとともに、多面

共通理解を図る。 　　的なアドバイスをし合い、指導方法の研究

　　につなげた。



令和７年度　　　徳島県立川島中学校　　　学校評価についての総括評価表（３） 

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評　　　　　　　　　価 学校関係者の意見 次年度への課題

  評価指標  評価指数による達成度  総合評価 ・評価指標①の生徒・保護者の肯定的な回答 ・生徒の能力・適性

    　の高さは、中学生が高校生と語り合ったり、 に応じたキャリア

(3)生徒の能力・適 ①進路指導の改善 ①・「他学年との交流から学べること ①・生徒の93％、保護者の93％が「生活オリエ （評定） 　高校の学習に触れたりすることがキャリア 教育の実現のため

　 性に応じたキャ 　・充実を図り、 　は、自身の学校生活に役に立つ」 　　ンテーション」、「先輩から学ぶ」、「スペシ  　学習として有効であるということを示して に、総合的な学習

　 リア教育の実現 　進路に向けての 　について、肯定的回答が85％以 　　ャルアプローチ（ＳＡ）」が学校生活に役 Ｂ 　いる。総合評価が「Ｂ」となっているが、「Ａ」 の時間や進路指導

　意欲を高める。 　上をめざす。 　　立つと回答した。 　でもよいのではないか。 の充実を図る。高

   校生を含め、他学

②三者面談・年次 　・「『フューチャー』でのキャリア 　・生徒の87％、保護者の90％が「フューチャ 年と交流する機会

　ＰＴＡなどによ 　　教育や、発達段階に応じた体験 　　ー」でのキャリア学習や体験活動が進路選 （所見） が増えるよう教育

　り保護者との連 　　活動が進路選択に役立つ」につ 　　択に役立つと回答した。 　 ① の 項 目 に お い 活動を検討する。

　携強化に努め　 　　いての肯定的回答が85％以上をめ  て、肯定的回答が生

　る。 　　ざす。  徒・保護者共に85％

  以上となっており、

②「進学説明会や面談が将来を見据 ②３年生の88％、３年生の保護者の81％が、高 おおむね達成してい

　えた進路を考えるうえで役立つ」 　校の進学説明会、二者面談・三者面談が将来 ると思われる。②の

　についての肯定的回答が85％以上 　を見据えたうえで学校生活を送ることに役立 項目では、保護者の

　をめざす。 　つと回答した。 肯定的な数値が指標

を下回った。「スペ

シ ャ ル ア プ ロ ー チ

活動計画  活動計画の実施状況  （ＳＡ）」や「先輩

  から学ぶ」などの高

①・スペシャルアプローチ（ＳＡ） ①・各学年に応じた進路指導を行った。課題演 校と連携した取組に

や先輩から学ぶなどの併設高校 　　習では、質問タイムの他に、自分の学習状 ついても、ホームペ

と交流する機会の充実や進路講 　　況を見つめ直し、得意不得意教科や分野を ージ等で保護者や地

演会を設けたり、各種検定に目 　　考えたり、苦手な教科や分野を克服するた 域の方々に対して周

標をもたせて取り組ませたりす 　　めの具体的な学習方法を考えたりした。３ 知し、進路について

ることで、６年間を見通した学 　　年生では、「スペシャルアプローチ（ＳＡ）」 参考にできるように

校生活の目標や将来の進路に向 　　を各教科１時間行った。高校の先生から教 したい。 
けた意欲をもてるよう細やかな 　　科の授業だけでなく、進路や高校生活につ

進路指導に努める。 　　いての話を聞く機会ももつことができた。 
 ○生活オリエンテーション　全学年　４月 
　・総合的な学習の時間において様 ○先輩から学ぶ 　　　　　 ２年生  11月 
　　々な体験学習を取り入れ、将来 ○スペシャルアプローチ　　３年生  ２月 
　　への展望をもたせるとともに、  
　　持続性・発展性をもたせて構成 ①・総合的な学習の時間　体験学習 
　　し、生徒の能力や適性を伸ばし ○福祉体験学習　　　　　　１年生　７月 
　　ていく。 ○職場体験学習　　　　　　２年生　11月 
 ○職場体験学習発表会  １・２年生　12月 
 　 
②各学期において、ＰＴＡ年次会や ②ＰＴＡ年次会や面談を行い、保護者と生徒の

　二者面談・三者面談などの面談週 　情報について共有した。その面談内容を適切

　間を設定し、将来の進路を見据え 　に教員間で共有し、生徒の実態に合わせた細

　て生徒や保護者の個別相談に応じ 　やかな指導を検討した。

　る。そして、川島高校の授業の様

　子や卒業後の進路の状況を教員が

　しっかりと把握し、丁寧に伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



令和７年度　　　徳島県立川島中学校　　　学校評価についての総括評価表（４） 

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評　　　　　　　　　価 学校関係者の意見 次年度への課題

  評価指標  評価指数による達成度  総合評価 ・中学生のトラブルは携帯電話から始まるこ ・スマートフォンや
    とが非常に多い。外部講師による講義の内 タブレットの適正
(4)基本的生活習慣 ①生徒一人一人の ①・校則や交通ルールの遵守をめざ ①・校則、交通ルールに関して生徒93％、保護 （評定） 容を教えていただき、参考にしたい。 な利用について、
　 の確立を図る生 　自覚を促し、基 　　し、85％以上が「交通ルールを 　　者96％が守れていると回答している。また、   生 徒 だ け で は な
　 徒指導の徹底 　本的生活習慣を 　　守れている」と回答できるよう 　　登下校時の交通事故は０件であった。 Ｂ ・生徒のＳＮＳへの画像・動画の投稿につい く、保護者も一緒

　身に付けさせ　 　　にする。また、登下校時の交通   　ては社会的にも大きな問題となっている。 に学ぶ機会を設け
　る｡   　　事故ゼロに努める。 　・生徒85％、保護者90％があいさつをよくし 　知らないうちに自分が加害者、犯罪者にな る。
  　　ていると回答した。 　りうるということを生徒が知ることで、生
②あらゆる教育活 　・「あいさつをよくしている」との  （所見） 　徒の行動も変わる。

動を通して、き 　　回答を85％以上とする。 　・携帯電話に関しては、生徒86％、保護者73 　自転車運転中の自
め細やかな生徒  　　％が正しく使用していると回答している。 損事故や交通事故が
指導を行い、い 　・「家庭でルールを話し合い、携帯 　　使用に関して生徒、保護者としっかり連携 本年度は0件であっ
じめの防止等の 　　電話を正しく使っている」との 　　して管理する必要がある。 た。R8年4月より道
取組に努めると 　　回答を85％以上とする。  路交通法が改正とな
ともに教育相談  ②生徒92％、保護者91％が「いじめ等がなく安 り、16歳以上から自
活動の充実を図 ②「いじめ等がなく安心・安全に学 　心・安全に生活が送れている」と回答した。 転車への青切符が導
る。 　校生活が送れている」との回答を、                         入されるため、中学

 　85％以上とする。 生の年代から交通ル
 ールやヘルメット着

 用の指導を徹底した

 い。 
 活動計画  活動計画の実施状況  　スマートフォンの

   使用については、使

 ①・３年生による生活オリエンテー ①・３年生による生活オリエンテーションを実 用状況や問題が表面

 　　ションを実施し、学校や社会の 　　施し、１年生は学校のルールやマナーを守 化しづらく、正しい

 　　ルールやマナーを守ることが、 　　ることの重要性を確認できた。また、入学 使用ができているか

 　　互いにとって気持ちのよい安全 　　者説明会等では、生徒や保護者へ校則の周 判断が難しい。入学

 　　な生活につながることを確認さ 　　知徹底を図った。 者説明会で保護者同

 　　せる。また、徒歩・自転車・Ｊ ・交通安全教室の実施 席のもと、警察の方

 　　Ｒ・保護者送迎通学等、それぞ ・喫煙、飲酒、薬物乱用防止教室の実施 に携帯電話安全教室

 　　れの通学状況に応じた交通安全 ・非行防止作文・ポスター作成 を実施していただい

 　　指導や下校指導を行い、登下校 ・教員立哨指導 たり、中学生集会や

 　　時の事故防止について啓発する。 ・阿波吉野川警察署と合同で交通安全運動 学年集会で共通理解

  ・外部講師によるスマートフォンの使用に　　 を 図 っ た り し て い

 　・教員が率先してあいさつするこ 　ついての講義 る。保護者との連携

 　　とにより、生徒相互や教員・保 ・生徒会の呼びかけ等の啓発活動 が 不 可 欠 で あ る た

 　　護者等の来客者に対してあいさ ・全校集会、学年集会での指導 め、保護者への啓発

 　　つすることのよさを実感させる       活動を活発に行う必

 　　とともに、各学期において生徒 ②生活アンケートや｢至誠ノート｣をはじめ、普 要があると考える。

 　　会役員を中心にあいさつ運動を 　段の生活状況等を担任が注意深く観察し、い 　全教員が日々の教

 　　実施する。 　じめの早期発見に努めた。また、問題行動等 育活動全体で生徒の

 　が見受けられた場合、速やかに教員間で連携 様子を観察し、変化

　・教科指導における活用の中で、 　を図るとともに保護者に連絡を取り、面談の や問題があった際に

　　また携帯電話利用安全教室等の 　場を設けた。 は、教員間で共通認

　　外部講師による講習会や生徒会 識を持ち、チームと

　　による啓発活動を行い、情報モ して問題にあたるこ

　　ラル教育の推進に努める。 とができた。 
 
②生活に関するアンケートの実施や 

 「至誠ノート」の記述からいじめの

　早期発見に努めるとともに、いじ

　め防止対策委員会の活動の活性化

　を図る。

 
 
 
 



 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和７年度　　　徳島県立川島中学校　　　学校評価についての総括評価表（５） 

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評　　　　　　　　　価 学校関係者の意見 次年度への課題

  評価指標  評価指数による達成度  総合評価 ・卒業式の答辞で修学旅行の話があり、修学 ・体験的な学習を系
    旅行の目的に平和学習があるということが 統的に取り入れ、
(5)人権尊重の精神 ①人権尊重の視点 ①｢人権学習に積極的に取り組んでい ①「人権学習に積極的に取り組んでいる」と回 （評定） 生徒の中にしっかりと位置づけられている 生徒が人権を自分
 　の涵養を図る人 　に立った学校づ 　る」と思う生徒の割合が85％以上 　答した生徒が82％にとどまり、評価指標を達  ことや、学び得たことが自分の生活の中で ごととして考える
　 権教育の推進 　くりを推進し、 　をめざす。 　成していない。 Ｂ 生きるような学習がされていることが伝わ ことができるよう

　人権問題を自分   ってきた。総合評価が「Ｂ」になっている にする。そのため
　ごととしてとら ②｢人権の大切さを学び、それを日常 ②生徒の90％が、「人権の大切さを学び、日常 が、「Ａ」でもよいのではないか。 に、学習のねらい
　え、解決に向け 　生活に生かそうとしている」と思 　生活に生かそうとしている」と回答し、評価 を明確にし、計画
　て行動できる生 　う生徒の割合が85％以上をめざす。 　指標を十分達成している。 （所見） 的に取り組む体制
　徒の育成に努め   　本校は、県内の様 を整えていく。 
　る。 ③｢人権を大切にする教育活動が行わ ③保護者の82％が、「本校では、人権を尊重す 々な学校から入学し  
 　れている」と思う保護者の割合が 　る考え方や態度を育てる教育が行われてい　 てきているという実 ・生徒が多様な「ひ
②互いのよさや可 　80％以上をめざす。 　る」と回答し、評価指標を達成している。 態があり、人間関係 と・もの・こと」
　能性を認め合っ づくり・仲間づくり に出あう機会を意
　て、人権学習の を大切にしながら、 図的に設け、家庭
　学びを日常生活 活動計画  活動計画の実施状況  実践を重ねている。 や地域との連携を
　に生かせるよう   　各教科の授業にお 図りながら自主的

　にする。 ①・県人権教育推進方針に沿って、 ①各教科における人権年間計画を作成し、人権 いては、話し合い活 な活動を促進する
 　　同和問題の解決に向けた取り組 　教育の推進を図った。 動や表現活動を多く ことで、人権教育
③人権委員会の活 　　みをはじめとする様々な手法を 　・「わたしの願い」や人権教材のＤＶＤ等を 取り入れることで、 の 充 実 に つ な げ
　性化や家庭と連 　　生かした計画的な人権学習を実 　　活用し、普遍的な視点と個別的な視点を結 生徒が主体的に学習 る。
　携した人権教育 　　践し、あらゆる人権問題を自分 　　び合わせながら、各学年での内容の充実を に取り組めるように
　に取り組む。 　　ごととして解決していこうとす 　　進めた。 授業形態を工夫して

　　る態度を養う。また、第三次と 　・１年生では、福祉体験活動等を通して、身 いる。 
　　りまとめに示されている人権尊 　　のまわりにある人権問題を自分の問題とし 　各学年の取り組み
　　重の視点に立った学校づくりを 　　て考える意欲を育んだ。 によって、１年生は
　　推進する。 　・２年生は、識字学級との交流を通して、そ 生 き て 働 く 力 の 育
 　　の「想い」にふれ、差別をなくすためにど 成、２年生は人権学
　・生徒一人一人が大切にされる授 　　のような生き方をしていくかについて意見 習 へ の 積 極 性 の 涵
　　業の実践に向けて、教職員人権 　　交換し、自分ごととして考えを深めた。 養、３年生は平和を
　　教育研修会や学年ごとの授業検 　・３年生では、沖縄戦についての事前学習を 求める意識の向上へ
　　討会を行い、教員の人権意識・ 　　行い、修学旅行で沖縄を訪れた。沖縄戦の とつながった。 
　　指導力向上に努める。 　　際に防空壕として使われたガマに入る体験 　また、「人権の日」
 　　や、沖縄戦の語り部からの話等を通して、 の放送では、１・２
②教育活動全体を通して、人間関係 　　生徒たちは、自分たちの手で平和な社会を 年生は人権学習で学
　づくりや意見交換の機会を設け、 　　築こうとする意識を高めた。 んだことや感じたこ
　自分の人権、他者の人権を尊重す  とを、３年生は修学
　る意識や態度を身に付けさせ、人 ②コミュニケーション能力や相手の立場に立っ 旅行で見たり聴いた
　権学習の学びを日常生活に生かせ 　て考えられる想像力を育むために、生徒が意 りして学んできた平
　るように実践していく。 　見交換をする機会を適宜設けた。また、教育 和学習について、自
 　活動全般を通して、ポジティブな行動支援を 分の言葉でまとめ、
③・人権委員を中心とした毎月の「人 　行い、相手を尊重しようとする意識や態度を 全校生徒に発表する
　　権の日」の放送や人権コーナー 　身に付けることができた。 ことによって、身近
　　の設置、校内人権問題意見発表  に存在する人権問題
　　会の開催等の啓発活動を通じて、 ③・月１回「人権の日」を設け、中高合同で様 を自分ごととして捉
　　学校生活全体において人権が尊 　　々な人権問題について考える時間を設けた。える機会となった。 
　　重され安心して過ごせる環境づ 　　校内放送では、従来の形式を改善し、人権 　家庭への周知や人
　　くりに努める。 　　問題について全校生徒に問題提起を行い、 権に関する行事への
 　　人権を尊重する雰囲気を醸成しようと努め 参 加 の お 願 い を

　・人権のつどいや人権教育講演会 　　た。 Microsoft Forms 等を
　　の周知を Microsoft Forms 等を活     １年生：福祉体験学習　　　　　　７月 活 用 し て 行 う こ と

　　用しながら行い、各家庭からの     ２年生：識字学級との交流　　　　６月 で、家庭と連携を図
　　参加を募る。また学校で行って     ３年生：平和講話　　　　　　　　５月 りながら、人権教育

　　いるPBSやエンカウンターなどの 　　全学年：校内人権問題意見発表会　６月 を推進していく。　
　　自尊感情を高める取り組みを、 　　　　　　人権教育講演会   　    11 月 
　　面談やホームページ等を通して             「人権の日」の放送 ７月 12 月 
　　家庭に周知し、家庭でも同じよ             いじめ防止一斉学習　 　 12 月 
　　うな取り組みができるように促                              
　　す。 　・「人権のつどい」や人権教育講演会の周知

　　を行い、保護者の参加を募った。



 
令和７年度　　　徳島県立川島中学校　　　学校評価についての総括評価表（６） 

 
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評　　　　　　　　　価 学校関係者の意見 次年度への課題  

 
  評価指標  評価指数による達成度  総合評価 ・専門外の部活動を教員が担当するのは大変 ・生徒会が中心とな  
    だが、中高一貫教育校であることから、高 り、学校行事や校  
(6)心身ともに健康 ①学校行事、生徒 ①「学校行事に積極的に参加してい ①生徒の91％が学校行事に積極的に参加してい （評定） 校の教員から指導を受けることができるメ 則の見直し等を検  
　 な生徒を育てる 　会活動を通じて 　る」と思える生徒を80％以上とし、 　ると回答し、保護者の94％が学校行事が適切  リットがある。 討する場として生  
　 特別活動等の充 　生徒の自主性の 　保護者の理解も80％以上得られる 　に行われていると回答している。 Ｂ  徒総会の機会を設 　
　 実 　育成に努める。 　ようにする。  ・部活動の地域展開は受け皿がなく、なかな けることを検討し

   　か進んでいないのが現状である。部活動で ている。 
②学級活動や部活 ②「３年間を見通した体験学習が、 ②生徒の94％、保護者の93％が、体験学習は豊 　も中高一貫教育校の特色を生かすことがで  
　動のより一層の 　豊かな心を育むために役立ってい 　かな心を育むために役立っていると回答し、 （所見） 　きたらよいと思う。 ・部活動のあり方に

　充実と活性化を 　る」と思える生徒、保護者を80％ 　生徒の72％、保護者の62％が、本校の部活動 　生徒会を中心とし  ついては、国や県

　図る。 　以上にする。また、中高が連携し 　が活発に行われていると回答している。 て、生徒が主体とな  の方針を踏まえて

 　た部活動指導が行えるよう、教員 り、新しいルール作  検討を継続してい

 　同士が積極的に情報共有する。   りや既存のルールか  く。また、校内の

    らの変更を行った。  活動については、

 また、その際には、  外部指導員を招く

生徒たちがメリット  ことや、高校との

・ デ メ リ ッ ト を 考  連携の強化など様

え、教員にプレゼン  々な視点から改善

テーションをするな  していく。 
ど、学校生活をより  

活動計画   活動計画の実施状況  よいものにしようと  
  する姿が見られた。 

①・生徒や教員アンケートから出た ①・生徒会役員が学校行事や校則の見直しに関 　 部 活 動 に つ い て

　　学校行事等の目的や運営のあり 　　する意見を生徒全体から募るため、目安箱 は、生徒・保護者か

　　方を、生徒会を中心として見直 　　を設置している。また、デジタル目安箱の らのアンケート結果

　　し、生徒が主体性をもって参加 　　設置も検討中である。生徒会役員を中心に を踏まえて改善する

　　できる活動を通して、生徒の自 　　行事や校則の見直しについて検討した。 必要がある。特に、

　　主性の育成に努める。 　 外部指導者員や地域

 　・毎月の専門委員会を実施し、各専門委員会 クラブへの移行が進

　・生徒会専門委員会を毎月開催し、 　　の活動計画を、中学生集会で全校生徒に周 んでおらず、専門外

　　学校をよりよくするための活動 　　知したり、ボードに掲示したりした。 の教員にできること

　　計画を立てたり、振り返りを行  も 限 ら れ て い る た

　　ったりして生徒の自主性を尊重  め、生徒の部活動へ

　　した生徒会活動の活性化を図る。  の意欲と教員の負担

  のバランスがとれて

②・中高が連携した部活動指導が行 ②・一部の部活動では中高の顧問間で日程の調 いない。高校の部活

　　えるよう、日程調整を図る。 　　整を行い、部活動指導を行った。顧問の中 動に参加できるもの

 　　には未経験の競技を指導していることもあ は高校教員からの専

　・学校生活や学級などの身近な課 　　り、高校の教員から専門的な指導を行うこ 門的な指導を受ける

　　題について話し合う時間を設定 　　とができた。 などして、中高一貫

　　し、合意形成の大切さを理解さ  校としての特色を生

　　せるとともに、一人一人の意見 　・教育活動全般において、生徒が自分の意見 かしたいが、引率な

　　が尊重され安心して発言できる 　　や存在が周りから承認されているという意 どの問題も多く、検

　　雰囲気づくりに努める。 　　識を持てようポジティブな行動支援を行っ 討が必要である。 
 　　た。 　 

    　

 
 
 

 
 
 



令和７年度　　　徳島県立川島中学校　　　学校評価についての総括評価表（７） 

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評　　　　　　　　　価 学校関係者の意見 次年度への課題

  評価指標  評価指数による達成度  総合評価 ・環境委員会による

    啓発活動を中心と

(7)環境教育及び国 ①とくしまＧＸス ①「日頃の清掃活動に熱心に取り組 ①「清掃や美化活動に積極的に参加するととも （評定） して、身の回りの

　 際理解教育の推 　クールの認定を 　み、ゴミの分別等に努め、環境美 　に、ゴミの分別・節電・節水等に努めている」  課 題 に 自 ら 気 付

　 進 　機に、環境保全 　化を心がけている」と回答する生 　と回答する生徒の割合が73％であり、目標か Ｂ き、行動に移すこ

　活動に対する意 　徒の割合が85％以上をめざす。 　ら12ポイント下回った。 とができる生徒の

　識の向上に努め   育成を図る。 
　る。 ②「外国の言語や文化にふれ、視野 ②「外国の言語や文化にふれ、視野を広げるの  
 　を広げるのに役立つ国際交流事業 　に役立つ国際交流事業を行っている」と回答 （所見） ・グローバルな視点

②異文化理解と語 　を行っている」と思える生徒が85 　する生徒が91％であり、昨年度より２％上昇 　環境委員やＳＤＧ 　をもつ生徒を育成

　学力の育成に向 　％以上となるようにする。 　した。 ｓ部だけでなく、生 　するために、異文

　け、積極的に国  徒一人ひとりが環境 　化理解に関わる行

  際交流を図る。  美 化 へ の 意 識 を も 　事や活動の一層の

 ち、学校を公共の場 　充実を図る。

として捉え、自分の

使った場所は自分で 
綺麗にするという意 
識づけが、今後もよ

活動計画  活動計画の実施状況  り一層必要である。 
  　主に総合的な学習

①・環境委員会やＳＤＧｓ部による ①環境委員の生徒が中心となって、中庭の花壇 の時間のグローバル

　　啓発活動を通して、身の回りの 　の水やりを行ったり、各教室から出た古紙を や異文化交流会にお

　　課題に気づき、清掃やリサイク 　回収したりして、環境美化やリサイクル活動 いて国際理解教育に

　　ル活動に取り組む。 　に努めた。さらに古紙のリサイクルの協力へ 取り組んできた。年

 　の呼びかけをクラスで行った。また、ＳＤＧ 度ごとに国際理解教

　・環境委員会が中庭花壇の水やり 　ｓ部の取組として、ペットボトルキャップの 育の見直しを図り、

　　を当番制で行ったり、部活動後 　回収も行った。生徒が主体的に汚れた玄関や 生徒の実態に合わせ

　　の生徒昇降口の清掃活動を呼び 　廊下などの清掃を行う姿も見受けられた。環 て、コミュニケーシ

　　かけたりして、校内の美化とと 　境安全教育担当の教員を中心に、校内全体の ョン能力や語学力の

　　もに全校生徒の環境美化に対す 　環境整備に努めた。 育成ができるよう努

　　る意識喚起に努める。  めることで、目標を

  達成することができ

②異文化交流会の企画や、総合的な ②・20名ほどの生徒が参加して四国大学の留学 た。来年度も引き続

　学習の時間の「グローバル」の授 　　生と交流し、異文化を学ぶ機会をつくると き、ALTを含め英語

　業、大阪・関西万博への校外学習 　　ともに、英語で積極的にコミュニケーショ 教科部会で目標を共

　を通して、留学生をはじめとする 　　ンを図る場を設け、有意義に交流すること 有し、今後もより英

　海外の方と交流する機会を定期的 　　ができた。 語に触れる機会をつ

　に設け、異文化理解と語学力の育 　・大阪・関西万博への校外学習を通して、自 くることができるよ

　成に努める。 　　国文化への知見を深めたり、世界の多様な うな取り組みを引き

 　　文化について視野を広げたりすることがで 続き考えながら、グ

　　きた。 ローバルな視野をも

　・総合的な学習の時間のグローバルの時間で った生徒の育成に努

　　は、１～２週間に１回必ずＡＬＴとの活動 めたい。

　　があり、日頃の英語学習の復習をしながら、

　　瞬発的なコミュニケーション能力を高めて

　　いる。また３年生では、今年度より学期に

　　２回程度ＡＬＴとともに海外ボランティア

　　の方と交流する機会を設定し、様々な社会

　　課題についてやりとりをしたり、英語でプ

　　レゼンを行ったりした。 
　・では週に１回ＡＬＴとの活動の中で、異文

　　化理解や英語でコミュニケーションを図る

　　ためのスキルを養い、グローバルな視点を

　　もつ素地を養っている。

 
 



令和７年度　　　徳島県立川島中学校　　　学校評価についての総括評価表（８） 

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評　　　　　　　　　価 学校関係者の意見 次年度への課題

  評価指標  評価指標による達成度  総合評価 ・ホームページの更新については、今の時代 ・情報の更新をより

    だからこそ、スピード感が必要であると思 迅速に行い、本校

(8)開かれた学校づ ①地域貢献活動等 ①・「参観日やオープンスクールを通 ①・保護者の80％が、「参観日等を通して学校 （評定） う。行事当日や翌日にホームページが更新 の魅力発信の充実

　 くりと安全教育 　などの活性化　 　して、学校の特色が伝わってい 　の様子が伝わっている」と回答しており、  されていれば、生徒や保護者がすぐに閲覧 を図る。

　 の推進 　や、ホームぺー 　る」と思う保護者の割合が80％ 　生徒の73％が「学校外の方との交流の機会 Ｂ でき、地域への発信力が高まる。 
　ジ等を活用した 　以上をめざす。「学校外の方との 　が多く設けられている」と回答している。  
　広報活動の充　 　交流の機会が多く設けられてい   
　実、地域との連 　る」と思う生徒の割合が80％以 　・保護者の78％が、「ホームページやメール  
　携を深め、外部 　上をめざす。 　　配信は、学校の様子を知る上で役立ってい （所見）  
　評価結果を生か  　　る」と回答している。 　評価指標①で、「参  
　す取組を推進す 　・「ホームページは、学校の広報活  観日やオープンスク  
　る。 　　動に役立っている」と思う保護  ールを通して、学校  
 　　者の割合が80％以上をめざす。  の特色が伝わってい  
②地域と連携した  ②生徒の82％が、「避難訓練や防災学習に積極 る」と思う保護者の  
　安全･防災教育 ②防災避難訓練に真剣に取り組んで 的に取り組んでいる」と回答している。 割合が80％を上回っ  
　の積極的な推進 　いる生徒の割合が80％以上をめざ たが、「学校外の方と  
　に努め地域防災 　す。 の交流の機会が多く  
　を担う人材を育 設けられている」と  
　てる。 「ホームページは、  

　活動計画  活動計画の実施状況  学校の広報活動に役  
  立っている」と思う  

①・地域や高校と連携した取組、外 ①5月17日と11月4日の参観日は参加率がそれぞ 保護者の割合が80％  
　　部講師を招聘しての授業や体験 れ61％と35％であった。9月20日と11月4日実 を上回ることはなか  
　　活動など特色のある教育活動を 施の入学者募集説明会では小学生の児童・保 った。生徒にアンケ  
　　計画的に実践し、参観日やオー 護者が合わせて約70世帯が参加した。7月11 ートを取るなどして、  
　　プンスクール、ホームページ、 日には３学年対象の高校説明会を実施した。 生徒にとって魅力あ  
　　メール等で広報する。 パンフレットおよびPTAの企画広報委員会に る交流ができるよう  
 よる広報誌『絆』を作成し、入学者募集説明 に改善する。  
　・本校の特色のある教育活動がわ 会等で配布した。小学校説明会は小学校13校 　今年度も参観日を  
　　かるスクールガイドやＰＴＡ広 で実施した。 ２回実施することが  
　　報紙「絆」を作成し、家庭や地  でき、授業内容を通  
　　域、小学校等の関係機関に配付 　 ・薬物乱用防止教室　　　　　　　 　5月 して本校の特色ある  
　　するとともに、学校の魅力が伝 　 ・識字学級交流会　　　　　　　　　 6月 教育活動を広報する  
　　わるホームページの充実を図る 　 ・福祉体験学習　　　　　　　　　　 7月 機会となった。  
　　ため、すべての教員が発信・更 　 ・交通安全講話　　　　　　　　　　 7月 　ホームページにつ  
　　新できるよう研修に努める。    ・職場体験学習　　　　　　　　　　11月 いては、おおむね肯  
 　 ・非行防止教室　　　　　　　　　　12月 定的なアンケート結    
②・校内の防災避難訓練の事前・事  果の数値となってい

　　後指導を行うとともに、総合的 ②７月と12月には、中高合同で避難訓練を行い、 る。学校の魅力が伝

　　な学習の時間に外部講師や高校 　訓練の様子について、地元消防署の方に講評 わるよう、引き続き

　　生のファシリテーターによる防 　をしていただいた。特に12月の訓練には、地 改善を進めていきた

　　災学習を実施し、防災意識の高 　区自主防災会も参加して、地域合同防災訓練 い。 
　　揚と災害時における人権問題を 　を実施し、１年生と避難所設営等の訓練を行 　防災学習について

　　仲間と解決していこうとする態 　った。11月には、生活委員の生徒が鴨島支援 は、総合的な学習の

　　度を養う。 　学校に防災フィルムを貼りに行くことで、地 時間や避難訓練、地

 　域防災の一端を担うという自覚を促すよい機 域合同防災訓練を通

　・近隣の学校に防災フィルムを貼 　会となった。 して、生徒の防災意

　　りに行ったり、地域の方と防災 識と実践力の向上が

　　避難訓練を実施したりして、地 見られた。

　　域と連携し、地域の防災を担う

　　人材を育成する。


